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高等学校 １年生 保健体育科学習指導案 

 

令和６年 12月 19日 

高等学校１年 32名 

 

 

 

１ 単元名  大単元 「  現代社会と健康      」  小単元 （  飲酒と健康       ） 

 

２ 単元について 

 

  我が国の疾病構造や社会の変化に対応して，健康の考え方も変化するとともに，様々な健康への対

策，健康増進の在り方が求められている。したがって，健康を保持増進するためには，一人 一人が健

康に関して深い認識をもち，自らの健康を適切に管理すること及び環境を改善していく ことが重要

であることを理解できるようにする必要がある。また，個人の行動選択やそれを支える社会環境づく

りなどが大切であるというヘルスプロモーションの考え方に基づいて現代社会の 様々な健康問題に

関して理解できるようにする必要がある。 

 このため，本内容は，健康の考え方が変化してきていること，健康の保持増進には健康に関する個人

の適切な意志決定や行動選択及び環境づくりがかかわること，生活習慣病の予防には調和 - 106 - の

とれた生活を実践する必要があること，喫煙，飲酒，薬物乱用などは健康や社会に大きな影響 を与え

るので，個人や社会環境への対策が必要であること，感染症の発生や流行には時代や地域 によって

違いが見られ，それに対応した対策が必要であること，ストレスに適切に対処すること や自己実現

を図る努力が重要であること，交通事故を防止するには適切な行動や交通環境の整備 などが必要で

あること，及び適切な応急手当により傷害や疾病の悪化を軽減できることなどを中心としてこうせい

している。 

 

３ 単元の目標 

知識・技能 

 

現代社会と健康について、健康を保持増進するための一人一人の深い認識をも

ち、自らの健康の適切に管理すること及び環境を改善していくための基礎的な事

項及びそれらと生活とのかかわりを理解することができるようにする。  

思考力・判断

力・表現力等 

現代社会と健康について、健康を保持増進するための課題の解決を目指して、知

識を活用した学習活動などにより、科学的に考え、判断し、それらを表現できる

ようにする。 

学びに向かう

力・人間性 

現代社会と健康について保持増進するためには、自らの健康を適切に管理するこ

と及び環境を改善していくことが重要であることについて関心を持ち、学習活動

に意欲的に取り組もうとすることができるようにする。 
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４ 生徒の実態と指導観 

〇生徒観 明るく元気な生徒が多く、授業でも発問に対する挙手や発言などの反応も多く積極的な授業

参加が見ら れる。一方で、自分の意見を書き出すことはできるが、人前で発表したり、他者に意見を伝

えたりする のが苦手な生徒もいる。 授業内容に関しては、中学校で飲酒と健康の単元をしているため、

ある程度の知識はある。 しかし、近年 ICT 機器の普及により、映画やドラマの飲酒シーンを見たり、

CM などにより飲酒のシーンをよく見たりするようになったことにより、飲酒が体に及ぼす影響などを

軽くみている生徒がいる。 

〇指導観 

中学校で飲酒と健康についての単元を行っているため、急性アルコール中毒やアルコール依存症につ 

いての知識はあるが、個人や社会環境への対策については知識がないため、日本ではどのような対策を 

行っているのか、海外ではどのような対策を行っているのかなど比較し、現在の日本全体に必要な対策、 

個人への対策について考えられるようにしていく。今後の自分自身、そして家族や身近な人が飲酒によ 

る健康被害が起こらないように飲酒が体に及ぼす影響を理解し、周りに伝えられるように指導していく。 

 

 

 

５ 単元及び学習活動に即した評価規準 

健康安全への知識・技能 健康安全についての思考力・判断力・

表現力等 

健康・安全について、主体的に学

習する態度 

国民の健康課題や健康の考 
え方、国民の健康水準の向 
上や疾病構造の変化に伴っ 
て変わってきていること。 
また、健康は様々な要因の 
影響を受けながら、主体と 
環境の相互作用の下に成り 
立っていること。健康の保 
持増進には、ヘルスプロモ
ーションの考え方を踏まえ
た個人の適切な意思決定や 
行動選択及び環境づくりが 
関わることを理解してい
る。感染症の発生や流行に
は、時代や地域によって違
いが見られること。その予
防に は、個人の取組及び社
会的な対策を行う必要があ
ることを理解している。 健
康の保持増進と生活習慣 
病などの予防と回復には、 
運動、食事、休養及び睡眠の 
調和のとれた生活の実践や 
疾病の早期発見、及び社会 
的な対策が必要であること 
を理解している。 喫煙と飲
酒は、生活習慣病 などの要
因になること。ま た、楽物

現代社会と健康について、課題を発 
見し、健康や安全に関する原則や概 
念に着目して解決の方法を思考し 
判断しているとともに、それらを表 
現している。 

現代社会と健康についての学習 
に主体的に取り組もうとしてい 
る 
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乱用は、心身の健康や社会
に深刻な影響を与えること
から行ってはならないこ
と。それらの対策には、 個
人や社会環境への対策が 
必要であることを理解して 
いる。 精神疾患の予防と回
復に は、運動、食事、休養
及び睡 眠の調和のとれた
生活を実践するとともに、
心身の不 調に気付くこと
が重要である。また、疾病の
早期発見及び社会的な対策
が必要であることを理解し
ている。 

 

６ 指導と評価の計画 

時間 主な学習内容 知識 思・判・表 学び 
 
 
１ 

健康の考え方と成り立ち  
 

  

 
 
２ 

私たちの健康のすがた 
 
 

  
 

 

 

 
 
３ 

生活習慣病の予防と回復  
 
 

  

 
 
４ 

がんの原因と予防    
 
 

 
 
５ 

がんの治療と回復 
 

 
 
 

  
 
 

 
 
６ 

運動と健康   
 

 

 
 
７ 

食事と健康  
 
 

  

 
 
８ 

休養・睡眠と健康  
 

  

 ９ 喫煙と健康    

10 飲酒と健康 

・飲酒の健康影響 

・飲酒による社会問題 

・飲酒の開始要因 

・個人への対策 

・社会環境への対策 

 

 

    〇 

  

 11 薬物乱用と健康    

 12 精神疾患の特徴    
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 13 精神疾患の予防    

 14 精神疾患からの回復    

 15 現代の感染症    

 16 感染症の予防    

 17 性感染症・エイズとその予

防 

   

 18 健康に関する意思決定・行

動選択 

   

 19 健康に関する環境づくり    

 

７ 本時の展開 

① 本時の目標 

  ・飲酒による健康へ短期的な影響と長期的な影響を説明できる。 

 ・飲酒による健康問題に対する個人や社会環境への対策について例をあげて説明できる。 

 

②展開 

段階 学習活動 【 学習内容 】 指導上の留意点 ◇評価 

導 入

10

分 

 

１．挨拶 

２．アルコールに強い・弱いっていうけ

どそれってそもそもどういうこと

なの？  

 

 

 

 

 

３．アルコールに強い・弱いっていうけ

どそれってそもそもどういうことな

の？  

 

 

〇アルコールが体内に入ると、「アルコール脱水素

酵素」によって分解されアセトアルデヒドになる。

アセトアルデヒドを分解するのが「ＡＬＤＨ２（ア

ルデヒド脱水素酵素 2）」。日本人の約 40％が「Ａ

ＬＤＨ２」が低活性型。また、4％が不活性化型。

この「ＡＬＤＨ２」は親からの遺伝によって受け継

ぐものであり、後天的には身につかない。ことを説

明する。 

〇アルコールパッチテストをやるかどうかは生徒

の判断とする。全員強制ではない。やりたい生徒の

み実施する。しかし、アルコール消毒でかゆくなっ

たり、赤みが出たり、皮膚が荒れたことのある生徒

にはやらせない。  

〇アルコールパッチテストのやり方  

・消毒用アルコールを絆創膏にしみこませて、上

腕内側に貼る。  

・10 分後に絆創膏をはがし皮膚の色を確認する。  

〇パッチテストができない生徒には巡回して声を

かける。 



5 

 

 

 

展開 

25

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4．【飲酒の健康影響】 

・飲酒による体への影響を理解する。  

・アルコール摂取による病気について

理解する。  

 

 

 

 

 

・パッチテスト確認 

  

 

5．【飲酒による社会問題】 

・飲酒は、健康影響だけでなく、さまざ

まな社会影響をもたらすことを理解す

る。 

 

 

 

〇教科書に答えがあるため、教科書を開かないよ

うに指示する。 

〇個人で考えさせた後、グループで共有し、各グル

ープ意見を出し用紙に記入してもらう。 

〇生徒の意見を黒板に貼り、生徒に問いかけなが

ら短期的影響と長期的影響に分類する。 

〇健康な人と長期的に飲酒している人の脳の写真

を見せる。 

〇急性アルコール中毒 妊婦の飲酒 高血圧症、

糖尿病、アルコール性肝炎、肝臓がん、アルコール

依存症についての説明をする。 

 

 

 

 

 

〇アルコールを摂取して運転をしたらどうなると

思うか問いかける。生徒を指名し発表してもらう。 

〇飲酒運転が危険であることを教科書Ｐ．３１ 

事例を使って伝える。 

〇過去の飲酒運転による裁判の事例を取り上げ

る。 

 

 

 

 

 

〇飲酒の開始要因について説明する。 

〇現在の日本はお酒が手に入りやすい環境にある

ことを説明する。 

 

 

〇ロールプレイングを行う。 

発問１：２枚の写真を見てどう感じましてか？ 

発問２：飲酒は体にどのような影響を及ぼすのだろうか？ 

・顔や体が赤くなる。  

・太る。  

・がんになる。  

・依存する 

・脳に影響を与える 

予想される生徒の反応： 

・楽しそう 

・怖い 
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6．【飲酒の開始】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グループで話し合う。 

・発表する。 

・個人的・社会的な要因があることを理

解する。 

・飲酒の健康影響を軽視する風潮を理解

する。 

 

 

 

7．【個人への対策】 

・個人への対策を理解する。 

 

 

 

 

8．【社会環境への対策】 

・社会環境への対策を理解する。 

〇グループは横一列（2～3 人）とする。 

〇1 人が断る役、残りの人は親戚役。 

〇ロールプレイングを行っている間、巡回しうま

く断れている生徒を探し、全員が実践し終わった

後前に出てもらい実際にやってもらう。 

 

 

〇飲酒の対策として、学校での飲酒防止教育、ポス

ターによる啓発などが行われていることを説明す

る。ポスターの写真を見せる。 

〇依存症治療のための医療機関が整備されている

ことを説明する。身近にある医療機関を紹介する。

〇日本では、20 歳未満の者の飲酒の禁止に関する

法律やアルコール健康障害対策基本法などによっ

て 20 歳未満の飲酒を禁止したり、道路交通法によ

って飲酒運転を禁止したりしていることを説明す

る。 

〇飲酒が国際問題であることを説明する。 

〇教科書Ｐ.31 資料②の表を使い、海外の酒の広告

への対策について説明する。 

 

 

 

〇ワークシートに記入させる。 

〇巡回し良い意見を書いている生徒を探す。 

〇全員が書き終わったら、良い意見を書いていた

生徒を指名し発表してもらう。 

 

〈評価基準〉 

◇飲酒が生活習慣病などの要因になること、その

対策には個人や社会環境への対策が必要であるこ

とについて具体的に言ったり書き出したりしてい

る。 

〈Ａ評価とするポイント〉 

・飲酒が生活習慣病などの要因になること、その対

策には、個人や社会環境への対策が必要であるこ

とについて具体的に言ったり書き出したりしてい

る。 

発問３：飲酒を始めるきっかけはなんだろうか。 

 

 予想される生徒の反応： 

・興味 

・好奇心 

・勧められる 

・誘われる 

発問 4：周りから飲酒を勧められたらどのように断るか。 
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〈Ｃ評価とするポイント〉 

・飲酒が体に及ぼす影響とその対策について理解

していないため、発言ができない。 

〈努力を要する生徒への手立て〉 

・自分の周りで飲酒に関するものを見たことがあ

るか、それは何ためにあるのかを考えてもらえる

ように個別指導を行う。 

 

ま と

め 

 

 分 

9．まとめ 

 

 

 

 

10．挨拶 

 

〇本時の振り返りとして、飲酒によりどんな病気

になるリスクがあるのか、飲酒対策として現在行

われている規制や法律などを問いかけながら、一

緒に振り返る。 

 

 

８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 資料 

 

10．飲酒と健康 

本時の目標 

飲酒の健康影響 飲酒による社会

問題 

飲酒の開始要因 個人への対策 

社会環境への対策 
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